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本学会の原子力防災対策の充実に
向けての提言

1. 情報が少なく不確実さが大きい初期の危機管理段階では，事
業者と地方公共団体が連携し，施設の状態に関してあらかじめ
決められた判断基準に基づいて，決められた手順で放射性物
質の環境放出前に迅速に緊急防護措置を実行していくスキー
ムを確立するべきである。

2. SPEEDI などによる放射性物質拡散解析情報については，事
故初期の避難などには活用できないなどの限界を理解したうえ
で，その取扱い方法を明確化するべきである。

3. 原子力防災に特有の放射能対策に関しては，すべての事故対
応にあたる者が放射線防護の原理と被ばく影響に対する知識
を十分に持つようにするとともに対処能力を高めるべきである。

日本原子力学会.福島第一原子力発電所事故その全貌と明日に向けた提言:学会事故調最終報告書
第8章「事故の根本原因と提言」2014
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提言



提言1の現状：
原子力災害対策指針における防災スキーム

• 原子力災害対策指針がIAEAの安全要件*等の考え方に基づいて作成
され、福島原発事故の教訓を反映しながら改定

1. 重篤な確定的影響を回避するために、施設の状態（Emergency 
Action Level: EAL）と緊急事態区分によって予防的防護措置を
講じる

2. 放射性物質の環境放出後には主に確率的影響の発生を低減
するために、線量率や環境媒体中の放射性物質の濃度など、
環境において計測可能な判断基準である（Operational 
Intervention Level: OIL）に基づき緊急防護措置を講じる
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* GS-R-2

本発表では、保健物理・環境科学部会と原子力安全部会が合同で議論・
検討すると深まるであろう論点としてEALと住民の避難についてまとめる



こんな時どうする？原子力シミュレーション, 日本原子力文化財団

AL: Alert

SE: Site area Emergency

GE: General Emergency



施設の状況とPAZ住民の避難
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• AL～SE

• 避難行動要支援者は避難準備を完了できる

か？

• SE～GE

• 避難行動要支援者は避難を完了できるか？

• 住民は避難準備を完了できるか？

• GE～放射性物質の放出

• 住民は避難を完了できるか？

施設の状況間の時間裕度の目安と
PAZ住民の避難準備・完了時間の推定値を比較して

避難対策の効果等を検討する必要があるのではないか？

こんな時どうする？原子力シミュレーション, 日本原子力文化財団



EALの一例（BWR）
AL SE GE

原子炉の運転中に保安
規定で定められた数値
を超える原子炉冷却材
の漏えいが起こり、定
められた時間内に定め
られた措置を実施でき
ないこと、又は原子炉
の運転中に非常用炉心
冷却装置の作動を必要
とする原子炉冷却材の
漏えいが発生すること。

原子炉の運転中に非常
用炉心冷却装置の作動
を必要とする原子炉冷
却材の漏えいが発生し
た場合において、非常
用炉心冷却装置等のう
ち当該原子炉へ高圧又
は低圧で注水するもの
のいずれかによる注水
が直ちにできないこと。

原子炉の運転中に非常
用炉心冷却装置の作動
を必要とする原子炉冷
却材の漏えいが発生し
た場合において、全て
の非常用炉心冷却装置
等による注水が直ちに
できないこと。

全ての非常用交流母線
からの電気の供給が停
止すること、又は外部
電源喪失が３時間以上
継続すること。

全ての非常用交流母線
からの電気の供給が停
止し、かつ、その状態
が３０分間以上継続す
ること。

全ての非常用交流母線
からの電気の供給が停
止し、かつ、その状態
が１時間以上継続する
こと。
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原子力災害対策指針（2021）



避難準備時間の一例
• 米国では住民の避難時間推計を実施するために、住民への電
話調査を実施して避難準備時間を取得

• 勤務者を含まない場合の準備時間は最頻値が60分以下、
勤務者を含む場合の最頻値は60分以上
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嶋田和真、高原省五 JAEA-Review 2021-013”原子力災害対策
重点区域に対する避難時間推計の日米の比較分析” (2021)

表：米国の原子力発電所周辺住民の避難準備時間分布の一例



PAZ住民の避難と
UPZ住民の自主避難率
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嶋田和真、高原省五 JAEA-Review 2021-013”原子力災害対策
重点区域に対する避難時間推計の日米の比較分析” (2021)
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「GE～放射性物質の放出」の時間裕度と避難完了時間を比較することで、
自主避難率をどの程度抑える必要があるか等、定量的な議論が可能

原子力・エネルギー図面集

UPZ住民の自主避難が増加すると
PAZ住民の避難完了時間が増加



ここまでのまとめと論点
• 重篤な確定的影響を回避するために、EALと緊急事態区分によって

PAZ住民の避難を実施（原子力災害対策指針）

• EALに施設の状況間の時間裕度を明示した項目は少ない

• 非常用交流母線からの電源供給停止：AL～SE,SE～GE≧30分

• 米国では住民の避難準備時間を取得

• 最頻値：60分以下（勤務者含まず）、60分以上（勤務者含む）

• 「GE～放射性物質の放出」の時間裕度とPAZ住民の避難完了時間
を比較することで住民の避難対策を定量的に議論できるのではな
いか？

• 論点：事故進展解析の知見として得られるオンサイトのEAL及び緊
急事態区分、放射性物質の放出のタイミングと、オフサイトの住民
の避難準備・完了時間を比較することによる防護対策効果の検討
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（参考）米国における
避難時間推計の活用
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A: 段階的避難

• 2マイル以内を即時避難

B: 避難実施に障害があるケース

• 全エリアを一旦屋内退避

• 避難の障害が取り除かれたことが

確認されたのち、避難開始

• テロ行為、悪天候等

C: 事故進展が速いケース

• EPZ(10マイル以内)の避難完了時

間が3時間未満で避難実施に障

害がない限り避難を実施
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NUREG-0654 Rev. 1補足文書3（2011年最終版）における
全面緊急事態の防護措置フローダイヤグラム

https://www.jaea.go.jp/04/shien/research/EP020.html

避難時間推計に基づき避難か屋内退避かを判断

https://www.jaea.go.jp/04/shien/research/EP020.html


（参考）提言2の現状：
日本気象学会の提言

• 単位放出を仮定して放射性プルームを予測

• 「放射性プルームが向かってくることが予想される場合には、
屋内に退避して放射性プルームをやり過ごし、風向きが変わ
り、濃度が低下することが予測されたときに、行動すべき。」

• 鉛直積算量を用いて汚染の可能性のある雨が降る場所を予測

• 「汚染された可能性のある雨で身体や衣服などを濡らさな
い、汚染された可能性のある飲料水の使用を止め産品の流
通を止める、などの対策が可能である。汚染された可能性の
ある地域が数値モデルによって分かれば、機動的モニタリン
グを効率よく集中的に実施できる。」

日本気象学会. 原子力関連施設の事故に伴う放射性物質の大気拡散監視・予測技術の
強化に関する提言2014;https://www.metsoc.jp/2014/12/17/2467. 11


